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丹念な解析で推定された
海面の隆起沈降分布
図３　新たな解析手法（左図）と既往の解析手法（右
　　　図）で推定された三重県南東沖の地震の海面
　　　の隆起沈降分布の比較。新たな解析手法に
　　　よる隆起沈降量の等高線が、丹念な解析による
　　　緑の等高線とよく似ているのがわかる（左図）
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国難級の災害を乗り越えられる社会のレジリエンスを　～南海トラフ海底地震津波観測網（N-net）の開発・整備にあたって～
の新たな解析手法を取り入れて、日本
海溝海底地震津波観測網（S-net）の
水圧データから海面の隆起沈降を自動
推定し、高速計算に適したGPUを利
用して東日本太平洋沿岸での津波波高
分布や概観的な津波浸水をリアルタイ
ム計算する予測システムを構築して
稼働しています。さらにこの予測シス
テムの南海トラフ域への展開のため、
DONETデータを用いたシステムの
検証を行っており、今後のN-netデー
タへの拡張も視野に入れています。
　また防災科研ではデータベース検索
方式の予測システムの整備も進めてい
ます。南海トラフ地震による津波は広
範囲に影響を及ぼすことが懸念される
ため、発生時には速やかに津波の状況
を俯瞰的に把握することが重要です。
海底観測網の水圧データを用いた南海
トラフ地震津波の即時予測に向けて、
N-netデータの取り込みも踏まえて、
九州～中部地方の太平洋沿岸や瀬戸内
海地域について沿岸での津波の高さや
陸域への浸水深を90mメッシュで計
算した概観的な津波データベースを構
築しました。今後このデータベースを
活用し南海トラフ地域を概観した即時
予測の実現を図っていきます。
南海トラフ沿いの巨大地震を引き起
こすプレートの構造解明に向けて
　日本列島は2枚の大陸プレートの下
に2枚の海洋プレートが沈み込む非常
に複雑な構造の上に位置しています。
南海トラフからはフィリピン海プレー
トが沈み込んでおり、将来南海トラフ
沿いの巨大地震の発生が予想されてい
ます。地震研究の基本データとなる震
源位置を精度良く決めるには、地震波
が伝わる速度の分布を三次元的に調
べることが必要です。地震波トモグラ
フィー法は、医療分野でのCTスキャ
ンのように、地震波を使って地球内部
の構造を三次元的に推定する手法で
す。多くの地震と多くの観測点を組み
合わせることにより三次元地震波速度
構造(3D構造)を推定できます。
防災科研は約800カ所の陸上観測点
からなる高感度地震観測網(Hi-net)を
運用しており、捉えられた地震波の到
達時刻データを使うことにより日本列
島下の3D構造モデルの構築が可能と
なりました。さらに2011年東北地方
太平洋沖地震の後に構築したS-netの
データを使うことにより、これまで十
分にわからなかった東北地方の太平洋
沖の3D構造の推定が可能となってき
ました（図４）。
　南海トラフ周辺海域の観測点はまだ
限られているため、海域下の3D構造
の解明は十分進んでいませんでした
が、今後N-netが構築されてそのデー
タを活用することにより、南海トラフ
沿いのフィリピン海プレートの3D構
造が明らかとなり、詳細な震源情報が
得られるだけでなく、構造の不均質性
から地震発生のメカニズムの解明につ
ながることが期待されます。
　これらの研究開発は、将来的に気
象庁での現業活用、自治体での利活
用、地震調査研究推進本部における長
期評価への貢献等の出口を見据えて、
N-netを含めたMOWLAS一体とし
てデータ利活用を進めていきます。
図４　深さ10kmのP波地震速度の平均値
　　　からのずれを表す。(a)陸域の観測網
　　　データのみで推定した速度構造。
　　　(b)S-netのデータも加えて推定した速
　　　度構造。東北地方の太平洋沖の海域
　　　部まで速度構造が推定できている(a) (b)
